
私は舞姫 のストー リを書き 換えてみ ようと思 う。動機 は私はこ の森鴎外 の書いた 豊太 郎 が

最低の男 だと思う から、私 がストー リーを書 きかえて もう少し ましな男 にして何 回も 読 み

たくなる ような小 説にした かったか ら。  

何が最低 かなのか というと 言うと、 やっぱり エリスを 裏切った というこ と。それ も、 深 く

考えもし ないうち に関係を 断つと軽 々しく言 い、エリ スが自分 のことを 深く信じ て、 愛 し

てくれて いること を知って いながら 名誉挽回 のために 日本に帰 るという 最低な理 由で ・ ・

・。  

そこで私 は、教科 書の P284～を書き かえてみ ることに した。  

 

相沢が大 臣と一緒 に日本に やってき て、僕と 呼んだの で旧友に 会いに行 く目的で 行く こ と

にした。  

相沢はた くさんの 質問をし てきて、 最後に、 「今後君 の能力を 生かすた めには、 エリ ス の

仲を断て 、腹を決 めてエリ スと別れ ろ」と言 った。  

弱い心を 持つ僕は 答えがす ぐには出 せなかっ た。  

悩みに悩 んだ末や はり頭に 浮かぶの は、エリ スだった 。それは 多分、ち らっと見 ただ け で

心の奥ま で届くよ うな他人 とは違う 透き通っ た目を持 つエリス だからこ そ、今ま での 花 の

ない僕の 人生に花 をそえて くれたエ リスだか らこその ことであ ろう。  

今まで品 行方正に 進んでき た生活の 中にはな かった愛 情という ものを知 った。  

名誉のた めに生き て、一歩 踏み外ず すことも 恐れひか れたレー ルの上を 歩む僕は 、も う い

ない。意 見もはっ きり積極 的に述べ るように なったし 、興味が あること に対して は思 い の

ままに心 を向けて みるよう にもなっ た。  

僕は「本 当の自分 」を知っ て変わっ たんだ。  

今は名誉 より大切 なものが ある、そ れはエリ スだ。  

このこと は自分で もはっき り分かる 。なぜな ら、エリ スの身の 上が「当 時の奴隷 」と も 言

われた踊 り子であ り、非難 されたに も関わら ずエリス に対する 愛情が強 くなった から だ 。

今までの 名誉を守 りたい僕 ならば考 えられな い。  

 

 

僕は相沢 に「エリ スとは別 れない」 そう言っ た。  

 

 

 

 

ロシアか ら帰った 数日後、 伯しゃく は僕に「 一緒に日 本に帰ら ないか」 と言って きた。  

そのとき 僕は確実 に近づい てきてい る名誉挽 回のチャ ンスに、 一度は捨 てたと思 った 立 身



出世を求 める心が 再びわき あがって くるのに 気がつい た。  

生まれつ きなのか 、何なの かも分か らない、 優柔不断 で臆病な 弱い心は やはり簡 単に は 消

えず以前 と変わら ずあった 。名誉よ り大切な のはエリ ス、そう 頭では分 かってい た。 し か

し、弱い 心のせい でエリス を選びき れない自 分がいた 。  

このまま 日本に帰 ったなら ば、昔の ように何 も心配す ることな く安定し た生活が 送れ る と

思う。  

 

が、そこ で僕は思 い出した 、そんな 生活は本 当に自分 が望んで いる通り の生活で はな い と

いうこと を。その こ とを知っ て僕は自 分らしく ありのま まに生き ていこう と決めた ことを 。 

このまま 日本に帰 ったので は、僕は 何も変わ っていな いじゃな いか、ド イツに来 て一 時 的

に自由に なれたこ とにうぬ ぼれてい ただけじ ゃないか 。  

その時僕 を深く信 じてくれ ていて愛 してくれ ているエ リスを裏 切ること はできな いと 思 っ

た。  

このこと をさらに 強く確信 させたの は、貧乏 ながらも 真心から 僕を助け てくれた エリ ス の

やさしさ や、エリ スを抱き しめた時 にわきあ がった愛 しい感情 だった。  

真実の自 分を知っ て変わっ たこと、 そしてエ リスの存 在が今ま での僕に はなかっ た断 る 勇

気をくれ た。  

 

そして僕 は伯しゃ くに、  

「日本に は帰らず この地に 残ります 」と言っ た。  

 

 

その日か ら僕らの 生活が再 スタート した。貧 しい中に もある楽 しさが何 より幸せ だっ た 。

（終）  

 

 

 

 

 

私的には この豊太 郎だった ら嫌では ない。む しろ好き な方だと 思う。最 後の伯し ゃく に 断

る決定的 な根拠が 見つから なかった ので、す ごく弱い 理由と妄 想になっ てしまっ たの が 少

し心残り だ。  

他もとこ ろでころ 自分の想 像で書い てしまっ たのが、 最終的う まくまと められた かな。  

私みたい な豊太郎 に対する 意見を持 った人で もすっき りした気 分で読み 終えても らえ る と

うれしい と思う。  


